
 

 

 

 

                                                                          

 

 【教育指針】礼・学・体 

【校訓】かしこく 強く 美しく 

【教育目標】いつまでも続く未来を創るために、自ら考動する子どもの育成 

【学校経営スローガン】「子ども一人一人が輝き、笑顔があふれ、毎日来たくなる学校」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生田小だより No.10 

令和８年１月９日 

文責 校長：阪本 雅弘 

 

  

 

  

 

令和８年、２０２６年となりました。３学期も残り３か月となります。子どもたちに１年間の成長を感じてほしいと思っています。２
学期の終業式と３学期の始業式の校長の話（抜粋）をお知らせいたします。字が多く見づらいかと思いますが、ご家庭のみなさまにも
子どもたちに伝えたこと、私の思いをご理解いただけますと幸いです。 

 

 

 

＜２学期終業式 R7.12.24＞ 
この２学期に一番うれしかったことは、朝から登校するときにゴミ拾いをしてくれる人が増えてきたことです。２年１組いじまあ

んさん、村上ゆいさん、４年２組かがみりつかさんは毎日拾ったゴミを持ってきてくれました。学校でもいちのせいさみさんのよ

うに「手伝います！」と言って、朝から校長先生と一緒に歩きながらゴミ拾いをしてくれたこともありました。また、先日は地域の

方からお電話があり、サンリブでお買い物をされていたときに、３年１組のジャベドさんと６年１組の枝尾空さんが、荷物が重そ

うなので、おうちまで   一緒に持って行ってあげたということで、その親切な気持ちと行動にとても感謝をされていました。ま

さに麻生田 ESD「いつまでもつづく、素晴らしい麻生田のために、できることから考え行動する」という自分で考えて動く力、進

んで人のために動く力が身についている人たちが増えてきています。とても素晴らしいと思います。 
 
みなさんのきずなアンケートでは、「楽しい」「まあまあ楽しい」と答えていた人が３４３人いました。全体の８６％です。３年１組、

４年２組、４年３組、６年２組のみなさんは全員「楽しい」「まあまあ楽しい」と答えていました。すばらしいですね。でも、「楽しくな

い」「あまり楽しくない」と思っている人たちが、全体で３４人いました。全校児童４２４人のなかの３４人です。校長先生は３４人は

とても多いと思います。全員が「学校に来るのが楽しい」と思えるようにみんなでしてほしいと思います。 

 

「麻生田小のくらし」には、「奇抜な髪型にしたり、髪を染めたりパーマをかけたりしません」とあります。髪を染めている人たち

は元に戻すようにしてください。まだ、みなさんは小学生、心も体もまだ大人になる途中、成長しているところです。成長してい

る途中で、髪を染めたりすると抜け毛、髪の痛みが元に戻らなくなることがあります。ピアスを開けると耳がただれたり、皮膚が

傷んだりと体に悪いことが出てきて、治らない病気になることがあります。 

大人になって、心も体も成長したらいっぱいオシャレをしてもよいです。でも大人になったら、ちゃんとした身だしなみをしなけ

ればなりません。 

学校は自分が好きなことだけやっていいところではありません。決まりを守っている人たちが、「みんな守っていないからどう

でもいいや」と思うようになって、きまりを守らない人たちばかりになったらどんな学校になるでしょうか。なんでもやってい

い、めちゃくちゃな学校になると思います。それではいけないと思います。今みなさんは小学校でやるべきことがあります。それ

はオシャレをすることではありません。勉強、あいさつ、そうじ、時間を守る、人の気持ちがわかるようになる、いじめをしない、

人が嫌がる事をしない、言わない、みなさんが将来大人になって、常識がある人、何が正しいかわかる人になってほしいです。そ

のために学校でいろいろなことを学んでいます。先生たちはみなさんに立派な人になってほしいと思ってたくさんのことを教えて

います。髪を染めている人、元に戻して素敵なありのままの自分に自信を持ってください。 
 

  

＜３学期始業式 R８.1.8＞ ３学期は、令和７年度最後の締めくくり、まとめをする大切な学期です。なぜまとめをしたほうがいいのでし

ょう。それは、これから始まる３学期は、次の学年へつなげていく、６年生は中学生につなげていくための大事な準備の時期でもあるからで

す。３月が終わり、４月になれば、１年生から５年生までの人たちは、一つ上の学年にあがります。６年生は中学生になります。何もしなくても１

つ上の学年にあがります、６年生は中学生になれます。でも、何も準備をしないよりも、きちんと準備をして一つ上の学年になった人、中学生

になった人とでは、とても大きな違いがあると思います。４月からの自分の姿を想像して、お勉強や気持ちの面で準備をしておくと、よい結果

につながっていきます。 

もっとすごい自分になりま 

す！将来なりたい自分にな 

れます。これまで以上にお友 

だち、先生と過ごす時間を大 

切にしてほしいと思います。 

 

 

 

   


